
駅前広場整備工事を巡る伏見町の経緯
2000年（平成12年）12月
「福山駅周辺整備推進協議会」（会長：井上矩之福山大教授、17人）が設置される。

2002年（平成14年）2月
福山市議会「都市整備特別委員会」で福山駅周辺整備計画について基本方針が了承。

2005年（平成17年）6月
駅前に地下送迎場設置計画が追加される。

2007年（平成19年）5月
2007年3月の業者との工事契約に基づき、駅前広場工事が着手。

2007年（平成19年）6月27日
「福山駅前商店会」（三宅國裕会長）と「三之丸町内会」（土屋裕士会長）が住民として
初めて市に説明を求め、説明会を開催。

2007年（平成19年）7月20日　市による「説明会」（伏見町集会所）
「伏見町町内会」（村上召一会長）の要請により説明会を開催。この説明会で、駅前通り
を北進する車両が伏見町（交番側）へ右折進入できなくなることが判明▶工事計画を変更
して進入路の暫定的な通行を要望。

2007年（平成19年）8月19日　市から伏見町内会へ回答
福山市都市整備課より7月20日に開催した説明会の際に出た要望について回答▶駅前広場
整備工事に変更なし。公安から通行許可がおりないため要望には応じられない。

2007年（平成19年）9月11日　「伏見町内会報告会」（集会所）
市からの回答についての報告と今後の対応について伏見町町内会で協議。

2007年（平成19年）10月23日　「伏見町町内会役員会」（集会所）

伏見町町内会役員会で報告と今後の対応について協議。



2007年（平成19年）12月19日　市による「説明会」（ エム・シー福山ビル6階）

市（工事に伴う建物調査、う回路、工事工程の説明）駅前広場整備工事に変更なし▶伏見
町側の提案により、通行止めの影響をみるため試験的に期間を限って実施する。

2008年（平成20年）2月25日～29日　市による通行止めの影響テスト実施（5日間）

2008年（平成20年） 3月上旬　伏見町が通行止めに関するアンケート実施

町内のAブロックと中通りに面した居住者と商業者約50人に配布し、3月10日の締め切り
で26人から回答。

2008年（平成20年） 3月18日　「伏見町町内会役員会」（集会所）

市に対して再度、住民に納得できる説明会の開催を求める。

2008年（平成20年） 3月24日　市へ説明会開催の要請書を提出

しかし、市では既に説明は充分に行ったとの見解で、説明会の開催は行わない方針。

2008年（平成20年） 4月10日　「伏見町懇談会」（集会所）

駅前に面した伏見町3・4組有志が懇談会を開催。
対策が見出せないまま、意見交換で終わる。

2008年（平成20年） 4月19日　「伏見町町内会懇談会」（集会所）

町内会長出席のもと町内会関係者全体で開催。あらためて市に説明会の要請を申し入れす
る。

2008年（平成20年） 5月21日　「市との懇談会」（伏見町集会所）

市から、説明会ではなく話し合いをしようとの回答があり、懇談会を開催。


